
技術科　年間指導計画 １学年

評価規準

B

1 4 情報に関する
技術
コンピュー
ターについて
パーソナルコ
ンピュータの
機器構成

1 コンピュータのイメージを

考えて発表しあう。

コンピュータがどのように

誕生し変遷してきたかを概

観するためにビデオを視聴

する。

パーソナルコンピュータの

機器構成や機器の基本的な

操作方法について確認す

る。

コンピュータがど
んなところでどの
ように使われてい
るかを手がかりに
考えさせる。コン
ピュータの歴史に
ついては調べるた
めの資料を準備す
る。

コンピュータがどのように誕生
し変遷してきたかを調べること
ができる。（関心・知識）
パーソナルコンピュータの機器
構成や機器の基本的な操作がで
きる。（知識・技能）

基本ソフト
（ＯＳ）とア
プリケーショ
ンソフトの関
係

基本ソフト（ＯＳ）と
アプリケーションソフ
トの関係について知
る。

さまざまなオペ
レーティング・シ
ステムについて取
り上げる。

基本ソフト（ＯＳ）とアプリ
ケーションソフトの関係につい
て簡潔に説明することができ
る。（関心・知識）

日本語入力と
フォルダを
使ったファイ
ルの整理

日本語入力について確
認する。
ファイルやフォルダの
操作のしかたを実際に
行いながら知る。

ファイルの整理と
検索にフォルダが
どのように役立つ
かを理解させる。

日本語入力ができる。
ファイルやフォルダの操作がで
きる。（関心・知識）

情報の検索と
収集

1 さまざまなアプリケー
ション・ソフトウェア
を活用して、Ｗｅｂ
ページからの情報の検
索と収集のしかたにつ
いて知る。

ブラウザや検索エ
ンジンに関する基
本的な知識や操作
について扱う。

さまざまなアプリケーション・
ソフトウェアを活用して、Ｗｅ
ｂページからの情報の検索と収
集が行える。（知識・技能）

インターネッ
トのついて

インター
ネットを使
う上で留意
しなければ
ならないこ
とを理解す
る。

インターネットを使う
上で留意しなければな
らないことについて知
る。
情報モラルやセキュリ
ティの基本的な知識に
ついて理解する。

教材ソフトを使い
個別学習をさせ、
まとめの学習を全
員で話し合いなが
ら行う。

インターネットを使う上で留意
しなければならないことについ
て調べることができる。（知
識）
情報モラルやセキュリティの基
本的なことがらについて説明す
ることができる。（知識・関
心）

材料と加工に
関する技術
～製図
図面の役割

2 ものづくり
がどのよう
な過程で行
われている
かを知る。
図面の役割
について知
る。

ものづくりがどのよう
に行われているか、自
動車の開発と製造を例
に調べ、図面が思考や
情報伝達の手段になっ
ていることを知る。

さまざまな形状の
ものを人に伝える
ときに、どのよう
な方法があるか考
えさせる。
ビデオやＷｅｂ
ページを参考にし
て調べさせる。

図面が情報伝達の手段になって
いることを説明することができ
る。（知識・関心）

製図の歴史
に関する資
料を用い
て、どのよ
うな変遷が
あったかを
知り、考え
る参考とす
る。

ものをつく
るために、
どのような
図面が使わ
れているか
を知る。

構想のための図面や製
造に直接用いられる図
面のあることを知る。

機械や建築などの
分野で使われてい
る実際の図面を見
せて考えさせる。

目的による図面の使い分けにつ
いて、分類して説明することが
できる。（知識・関心）

立体を平面
へ正確に表
現するため
の方法につ
いて、第三
角法による
正投影図
（三角図）
の考え方と
製図の方法
を理解す
る。

立体の形と各部分の寸
法が正確に表現できる
図面について考える。
正投影図の考え方につ
いて理解する。
さまざまな形の立体に
ついて正投影図（三角
図）で作図を行う。

正投影法の考え方
を具体的に示すこ
とができる教具を
用いて考えさせ
る。

直方体が組み合わされた形状の
立体を正確に正投影図（三角
図）で作図することができる。
（創意工夫・技能・知識）

5 製図記号 1 図面の寸法
表示と製図
記号につい
て理解す
る。

寸法表示や製図記号の
表記のしかたについて
知る。
寸法表示や製図記号を
実際に図面から読み
とったり、記入したり
する。

実習で使う機械製
図（ドライバー）
や、本格的な機械
製図（歯車変速機
など）を見て、寸
法表示や製図記号
がどのように使わ
れているかを調べ
させる。

寸法表示や製図記号の表記のし
かたについて説明することがで
きる。（技能・知識）

CADについて ＣＡＤを用いた設計や
製図の実際をビデオの
視聴を通して知る。Ｃ
ＡＤ（コンピュータを
用いた設計や製図）の
長所を考え発表しあ
う。
ＣＡＤソフトウェアの
基本的な操作法につい
て知る。

これまで学習して
きた作図の経験を
ふまえて考えさせ
る。

ＣＡＤ（コンピュータを用いた
設計や製図）の長所を説明する
ことができる。
ＣＡＤソフトウェアの基本的な
操作が行える。（知識・技能・
関心）

ＣＡＤソフトウェアを
用いて第三角法による
正投影図（三角図）を
作図する。
ＣＡＤソフトウェアを
用いて寸法表示や製図
記号の記入を行う。

これまでの正投影
図（三角図）の学
習内容と関連させ
ながらＣＡＤを用
いた作図を行わせ
る。

これまで作図してきた図面を参
照しながら、ＣＡＤソフトウェ
アを用いて第三角法による正投
影図（三角図）を作図すること
ができる。
また、ＣＡＤソフトウェアを用
いて寸法表示や製図記号の記入
を行うことができる。（知識・
技能）

6 構想のための
図面～キャビ
ネット図

構想のため
の図面とし
てキャビ
ネット図の
原理を理解
し作図の方
法を知る。

構想のための図面としてス

ケッチ画と比較しながら

キャビネット図の原理を理

解する。

基本的な形状（直方体の組

み合わせ）の立体について

キャビネット図を作図す

る。            　斜面や

円を含むやや複雑な立体の

キャビネット図を作図す

る。

作図に慣れるまで
は、斜眼紙（キャ
ビネット図用）を
用いて作図させ
る。

直方体が組み合わされた形状の
立体を正確にキャビネット図で
作図することができる。（知
識・技能）

構想のための
図面～等角図

構想のため
の図面とし
て等角図の
原理を理解
し作図の方
法を知る。

構想のための図面としてス

ケッチ画と比較しながら等

角図の原理を理解する。

基本的な形状（直方体の組

み合わせ）の立体について

等角図を作図する。

斜面や円を含むやや複雑な

立体のキャビネット図や等

角図を製図する。

キャビネット図と等角図の

書き換えを行う。

作図に慣れるまで
は、斜眼紙を用い
て作図させる。

直方体が組み合わされた形状の
立体を正確に等角図で作図する
ことができる。（知識・技能）

材料と加工に
関する技術
～材料
さまざまな材
料

さまざまな
材料が用途
に応じて使
い分けられ
ていること
を知る。

材料にはどんなものが
使われているのか調
べ、さまざまな材料を
分類する。

金属・プラスチッ

ク・セラミックス・

木材・複合材料の特

徴をおおまかに示し

分類させる。

材料を金属・プラスチック・セ
ラミックス・木材に分類でき
る。（知識・関心）

さまざまな金
属材料

金属材料の
種類、一般
的な性質、
用途につい
て理解す
る。

金属にはどのようなも
のが材料として使われ
ているのかを調べ、金
属の一般的な性質につ
いて理解し、合金につ
いて知る。

ほとんどの金属材
料が合金であるこ
とを知らせ、合金
を使った実験（低
融合金・はんだ・
磁性材料・形状記
憶合金など定性的
に特徴が把握でき
るもの）を行う。

金属にはどのようなものが材料
として使われているのかを調
べ、金属の一般的な性質につい
て説明することができる。（知
識・関心）

金属材料～合
金

1 金属材料のほ

とんどを占め

る「合金」に

ついて、比較

的容易につく

ることができ

る合金を実際

につくり、も

とになった金

属などとは性

質や特徴が変

わることを知

る。

合金をつくり、混ぜ合
わせる前のそれぞれの
金属の性質とどのよう
なちがいがあるかを調
べる。

合金に関する新聞
記事などで、さま
ざまな合金が開発
されていることを
読みとる。

合金について例をあげて説明す
ることができる。（知識・技
能・関心）

7 製鉄技術 1 鉄をつくり
だすために
人間はどの
ような方法
を生み出し
てきたか知
る。

製鉄の原料となる鉄鉱石、

コークスや砂鉄、木炭を観

察する。

日本古来のたたら製鉄の実

際を映像資料で視聴する。

現代の製鉄技術について調

べる。  　　　　　　鉄鉱

石や砂鉄を還元して鉄をつ

くっていることを理解す

る。

さまざまな製鉄法について調べ
図解することができる。（知
識・関心）
「高炉」・「転炉」や「たたら
炉」の中でどのような現象が起
こっているのかを調べることが
できる。（知識・関心）
製鉄技術史についての概要を調
べることができる。（知識・関
心）

さまざまな鉄 1 鉄は含有炭素

量によって銑

鉄（鋳鉄）、

鋼、錬鉄（鍛

鉄）に分類さ

れ、その性質

によって用途

が使い分けら

れていること

を理解する。

鉄は含有炭素量によって銑

鉄（鋳鉄）、鋼、錬鉄（鍛

鉄）に分類され、その性質

によって用途が使い分けら

れていることを調べる。

材料として鉄がよく使われ

る理由を調べる。

含有炭素量を調べ
る方法の一つに
「火花試験」があ
ることを演示実験
により示す。

「銑鉄」、「鋼」、「錬鉄」の
性質と用途について説明するこ
とができる。（知識）

2 8 非鉄金属材料 0.5 鉄に次いで
よく使われ
ている金属
について、
精錬のしか
たや一般的
な性質、用
途について
理解する。

原料となる鉱石を観察
する。
どのような方法で精錬
が行われているかを調
べる。

精錬の様子につい
て映像資料を視聴
させる。

鉄に次いでよく使われている金
属について、精錬のしかたや一
般的な性質、用途について調べ
ることができる。（知識・関
心）

プラスチック
などその他の
材料

1 材料として
のプラス
チックにつ
いて理解す
る。

プラスチックの原料である

原油、ナフサと、プラス

チックのペレットを観察す

る。        　　　プラス

チックには、熱可塑性プラ

スチックと熱硬化性プラス

チックがあることを簡単な

実験を通して知る。

プラスチックの一般的な性

質についてまとめる。

プラスチックのリサイクル

について調べる。生分解性

プラスチックや導電性プラ

スチックについて調べる。

プラスチックの一
般的な構造、性
質、原料からつく
られる様子、用
途、資源や環境問
題とのかかわりに
ついてまとめてあ
るビデオを資料と
して視聴させる。

プラスチックの一般的な性質に
ついて調べるることができる。
プラスチックのリサイクルにつ
いて調べるることができる。
生分解性プラスチックや導電性
プラスチックについて説明する
ことができる。（知識・関心）

9 プラスチック
の加工技術

1 プラスチッ
クの加工技
術について
理解する。

プラスチックの加工技
術について調べる。

プラスチックのさ
まざまな加工技術
について映像資料
を視聴させる。

プラスチックの加工技術につい
て調べることができる。（創意
工夫・知識・技能）

セラミックス 0.5 材料として
のセラミッ
クスについ
て理解す
る。

セラミックスについて
調べる。

セラミックスや
ファインセラミッ
クスの一般的な構
造、性質、原料か
らつくられる様
子、用途、資源や
環境問題とのかか
わりについてまと
めてあるビデオを
資料として視聴さ
せる

セラミックスやファインセラ
ミックスの一般的な構造、性
質、原料からつくられる様子、
用途、資源や環境問題とのかか
わりについて調べることができ
る。（知識・関心）

材料と加工に
関する技術
～加工
測定工具（鋼
尺、ノギス、
マイクロメー
タ）

2 測定工具
（鋼尺、ノ
ギス、マイ
クロメー
タ）につい
て理解す
る。

長さを中心に単位につい

て、また測定について理解

するためにビデオを視聴す

る。

鋼尺、ノギス、マイクロ

メータを実際に使って測定

しながら、目盛りの読み取

りや、それぞれの測定工具

の精度を比較する。

ＯＨＰ用ノギス（目

盛り読みとり学習

用）で目盛りの読み

取り方を説明する。

ノギス、マイクロ

メータの目盛りの読

み方については、練

習問題をさせて習熟

させる。

鋼尺、ノギス、マイクロメータ
で測定ができる。（知識・技
能）

10 金属の加工技
術～塑性加工
「切断」

1 金属の加工
技術の中で
代表的な塑
性加工であ
る「切断」
について実
習を行いな
がら理解す
る。

金属材料を切断するために

使う「弓のこ」について構

造や使い方について調べ

る。

「ドライバー」の図面か

ら、必要となる材料の寸法

を読み取る。　材料から測

定工具を使って寸法を測

り、「弓のこ」で金属材料

を切断する。

「弓のこ」の使い
方については実際
の取扱について演
示するのを見せて
ポイントを把握さ
せる。

金属材料を切断するために使う
「弓のこ」について構造や使い
方について調べることができ
る。（知識・創意工夫）
「ドライバー」の図面から、必
要となる材料の寸法を読み取る
ことができる。（知識）
材料から測定工具を使って寸法
を測り、「弓のこ」で金属材料
を切断することができる。（技
能・知識）

金属の加工技
術～塑性加工
「切削」

3 金属の加工技

術の中で代表

的な塑性加工

である「切

削」について

実習を行いな

がら理解す

る。切削は工

作機械の最も

代表的な旋盤

を用い、加工

技術における

工作機械の役

割について考

える。

金属材料を切削するた
めに使う工作機械（旋
盤、ボール盤、研削
盤）の構造や使い方に
ついて調べる。
「ドライバー」の図面
から、部品の寸法を読
み取る。
工作機械を使って材料
を切削加工し、部品を
つくる。そのときに測
定工具を適切に使う。

「旋盤」「ボール
盤」「研削盤（グ
ラインダー）」の
使い方については
実際の取扱につい
て演示するのを見
せてポイントを把
握させる。

金属材料を切削するために使う
工作機械（旋盤、ボール盤、研
削盤）の構造や使い方について
調べることができる。
「ドライバー」の図面から、部
品の寸法を読み取ることができ
る。　　　　　　　　工作機械
を使って材料を切削加工し、部
品をつくろうとしている。その
ときに測定工具を使っている。
（知識・創意工夫・技能）

11 金属の加工技
術～塑性加工
「鍛造」

2 金属の加工
技術の中で
代表的な塑
性加工であ
る「鍛造」
について実
習を行いな
がら理解す
る。

金属材料の鍛造のしか
たについて調べる。
ハンマー、アンビル、
ガスバーナーを使って
実際に鍛造を行う。

鍛造に用いる工具
類の使い方につい
ては実際の取扱に
ついて演示するの
を見せてポイント
を把握させる。

金属材料の鍛造のしかたについ
て調べる。（知識・関心）
ハンマー、アンビル、ガスバー
ナーを使って実際に鍛造を行
う。（技能）

「ねじ」と
「ねじ接合」

2 「ねじ」の
つくりかた
について知
る。
「ねじ接
合」の特徴
について理
解する。

「ねじ」のつくりかた
について「タップ」
「ダイス」を使った切
削によるもの、「旋
盤」を使って切削する
もの、「転造」による
方法について知る。
「ねじ接合」の特徴に
ついて理解する。

「ダイス」「タッ
プ」の使い方につ
いては実際の取扱
について演示する
のを見せてポイン
トを把握させる。

「ねじ」のつくりかたについて
「タップ」「ダイス」を使った
切削によるもの、「旋盤」を
使って切削するもの、「転造」
による方法について調べまとめ
ることができる。
「ねじ接合」の特徴についてま
とめることができる。（知識・
関心）

12 「ピン接合」
「接着」

2 「ピン接
合」や「接
着」の特徴
について理
解する。

「ピン接合」ついて調
べ、特徴についてまと
める。
実際に「ピン接合」を
行ってドライバーの部
品を接合する。
「接着」に使われる接
着剤について調べまと
める。
実際に「接着」を行っ
てドライバーの部品を
接合する。

「ピン接合」がさ
れているさまざま
な機械を見本とし
て用意する。

「ピン接合」ついて調べ、特徴
についてまとめることができ
る。（知識・関心）
実際に「ピン接合」を行ってド
ライバーの部品を接合してい
る。（技能・創意工夫）
「接着」に使われる接着剤につ
いて調べまとめることができ
る。（知識・関心）
実際に「接着」を行ってドライ
バーの部品を接合している。
（技能・創意工夫）

3 1 鋼の「熱処
理」

2 鋼の性質を
変える「熱
処理」につ
いて実験・
実習を行い
ながら理解
する。

「熱処理」によって鋼
にどのような変化が起
こるかを実験によって
調べる。
「熱処理」による材料
の変化を知る。
ドライバーの部品を実
際に熱処理する。

温度管理を慎重に
行うように注意さ
せる。

「熱処理」によって鋼にどのよ
うな変化が起こるかを実験に
よって調べることができる。
（知識・技能・関心）
ドライバーの部品を実際に熱処
している。（技能・知識）

金属の加工技
術～塑性加工
「研削」

2 「研削」ついて調べ、
特徴についてまとめ
る。
実際に「鉄工やすり」
を使ってドライバーの
部品を加工する。
「研磨」について調べ
まとめる。
実際に「耐水研磨紙」
を使ってドライバーの
部品を加工する。

「鉄工やすり」
「耐水研磨紙」の
使い方については
実際の取扱につい
て演示するのを見
せてポイントを把
握させる。

「研削」ついて調べ、特徴につ
いてまとめることができる。
（知識・関心）
実際に「鉄工やすり」を使って
ドライバーの部品を加工してい
る。（技能・知識）
「研磨」について調べまとめる
ことができる。（知識・関心）
実際に「耐水研磨紙」を使って
ドライバーの部品を加工してい
る。（技能・知識）

金属材料の加

工に必要な測

定工具（鋼

尺、ノギス、

マイクロメー

タ）や「切

断」「切削」

「研削」「鍛

造」「接合

（ねじ接合、

ピン接合）」

「接着」

「「熱処理」

「研磨」につ

いては「ドラ

イバー」の製

作を通して、

各工程の中で

学習させてい

く。

自動車の設
計の基本構
想に用いら
れている図
面や模型な
どを資料と
して使う。

1

2

コンピュー
タの役割と
基本的な操
作について
理解する。

正投影図

コンピュー
タを使った
設計や製図
について理
解し、簡単
な図面をＣ
ＡＤを用い
て製図でき
るようにす
る。

備考支援及び留意点単元名 時 指導目標 学習内容学期 月
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2 金属の加工技
術～「鋳造」

1 鋳造による加工製品を
見て、どうやって加工
されたものかを考え発
表する。
「鋳造」という金属を
溶かして、型に流し込
み冷やして固め型を外
す加工方法があること
を知る。
映像資料を視聴し、
「鋳造」はどのように
おこなわれ、どんな工
夫がされているかを発
表しあう。　　　　鋳
造方案について理解す
る。

鋳造アルミホイー
ル、エンジンブ
ロック、鋳造ピス
トン、南部鉄瓶、
などを見せて考え
させる。

「鋳造」についてその加工技術
の特徴を示すことができる。
（知識・関心）

1 低融合金を使った簡単
な鋳造の実験・実習を
行う。
鋳造するための模型を
選択し、鋳型どのよう
なやりかたで鋳造する
かを考える。　　　実
際に鋳造を行い、その
結果をもとに工夫をし
て再び鋳造を行う。
どんな製品をつくると
きに鋳造は適している
かを考える。

低融合金の融解の
しかたや実験・実
習で使う器具の取
扱上の注意点を示
す。

低融合金を使った簡単な鋳造の
実験・実習を行うことができ
る。（技能・知識）
鋳造するための模型を選択し、
鋳型どのようなやりかたで鋳造
するかを考えている。（創意工
夫・知識・技能）
どんな製品をつくるときに鋳造
は適しているかを考えることが
できる。（知識・関心）

金属の加工技
術～「溶接」

「溶接」の
加工技術に
ついて理解
する。

アーク溶接の演示（ま
たは映像資料）を見な
がら、溶接がどのよう
な目的のために、どの
ように行われているか
を考える。

ガス溶接、スポッ
ト溶接などさまざ
まな溶接の方法に
ついても、映像資
料などを用意して
視聴させる。

「溶接」は何のために、またど
のようにおこなわれ、どんな工
夫がされているかを調べること
ができる。（知識・関心）

3 金属の加工技
術～「塗装」

「塗装」の
加工技術に
ついて理解
する。

金属材料に塗装するた
めのさまざまな塗料の
種類と塗装のしかたに
ついて調べる。

書籍やインター
ネットで調べやす
いように参考資料
を用意する。

「塗装」は何のために、またど
のようにおこなわれ、どんな工
夫がされているかを調べること
ができる。（知識・関心）

金属の加工技
術～「めっ
き」

「めっき」
の加工技術
について理
解する。

映像資料を視聴し、
「めっき」はどのよう
におこなわれ、どんな
工夫がされているかを
発表しあう。
「めっき」はどのよう
な目的のために行われ
る加工かを考える。

「めっき」されて
いる製品をサンプ
ルとして用意す
る。

「めっき」は何のために、また
どのようにおこなわれ、どんな
工夫がされているかを調べるこ
とができる。（知識・関心）

さまざまな金
属材料の加工
方法

1 さまざまな
金属材料の
加工方法に
ついて分類
して理解す
る。

これまで学習してきた
さまざまな金属材料の
加工方法について分類
してまとめる。

これまで学習に
使ってきた資料を
活用する。

これまで学習してきたさまざま
な金属材料の加工方法について
分類してまとめることができ
る。（知識・関心）

技術科　年間指導計画 ２学年

評価規準
B

1 4 エネルギー変
換に関する技
術
～電気技術と
電子技術

0.5 社会や産業
の中での電
気の使われ
方について
理解する。

社会や産業の中での電
気の使われ方について
考える。

具体例を示しなが
ら考察させる。

電気エネルギーの使われ方につ
いて具体的に例をあげることが
できる。（知識・関心）

直流と交流 1.5 直流と交流
について理
解する。
回路計によ
る測定（抵
抗・直流電
圧・交流電
圧・直流電
流）ができ
るようにな
る。

直流と交流について知
る。
回路計の基本的な使い
方を実習を通して理解
する。
乾電池の直流電圧の測
定
直流電流の測定
コンセントの交流電圧
の測定
固定抵抗器の抵抗値の
測定
テーブルタップの導通
試験

直流と交流につい
ては、身近な乾電
池や家庭のコンセ
ントなどを例にす
る。
回路計目盛り読み
とり練習掛図を
使って目盛りの読
み取り方を説明す
る。
回路計の目盛りの
読み取り方は、練
習問題で習熟させ
る。

直流と交流について調べること
ができる。
回路計による測定（抵抗・直流
電圧・交流電圧・直流電流）が
できる。（技能・知識・関心）

化学電池のし
くみ

1 銅・亜鉛・鉄・アルミニウ

ム製の電極をレモン果実に

差込み電子オルゴール（メ

ロディーＩＣ）の音の大き

さが、電極のどの組み合わ

せの時に最も大きな音を出

すか調べる。

１０円硬貨（銅）と１円硬

貨（アルミニウム）を使っ

た１１円電池や活性炭電

池、備長炭電池の実験も行

い太陽電池モーターを回し

たり回路計で測定を行う。

マンガン乾電池を分解して

内部を調べる。

実験や実習をもとにして、

電解質が電極と化学変化を

起こすことによって電気が

つくられていることを知

る。

電極の大きさや、
レモン果汁に差し
込む時の電極の間
隔、深さなどの条
件を同じにして実
験を行う。
乾電池の分解で
は、水銀を含まな
い使用済みのもの
を使用する。分解
によって取り出し
た炭素棒、二酸化
マンガンなどは次
の時間の実験・実
習に使用する。

銅・亜鉛・鉄・アルミニウム製
の電極をレモン果実に差込み電
子オルゴール（メロディーＩ
Ｃ）の音の大きさが、電極のど
の組み合わせの時に最も大きな
音を出すか調べることができ
る。
１０円硬貨（銅）と１円硬貨
（アルミニウム）を使った１１
円電池や活性炭電池、備長炭電
池の実験も行い太陽電池モー
ターを回したり回路計で測定を
行うことができる。
マンガン乾電池を分解して内部
を調べることができる。（技
能・知識・関心）

二酸化マン
ガンは分解
に使用する
工具類を腐
食させてし
まうので使
用後のメン
テナンスに
注意する。
必ず手袋・
安全メガネ
を着用させ
る。

化学電池の構
造

0.5 実験や実習をもとにして、

電気の流れやすい電解質が

電極と化学変化を起こすこ

とによって電気がつくられ

ていることを知る。

実用的な乾電池にするため

の構造上の工夫を調べる。

蓄電池などの二次電池や化

学変化によらない太陽電池

などの物理電池があること

を、実物で確かめながら理

解する。

さまざまな化学電
池の内部構造を図
などによって調
べ、電解質や電極
にどのようなもの
が使われているか
を確認する。
各種の電池の実物
と内部構造のわか
る図のプリントを
用意しておく。

化学電池が電気を発生させるし
くみについて調べることができ
る。　　　　　　　　　実用的
な乾電池にするための構造上の
工夫を調べることができる。
（創意工夫・知識・関心）

化学電池～マ
ンガン乾電池
の製作

1 マンガン電
池をつくり
ながら、乾
電池（化学
電池）の構
造を理解す
る。

マンガン乾電池をつく
る。
自作したマンガン乾電
池の直流電圧を回路計
で測定する。　　　ビ
デオで「乾電池工場の
生産ライン」の様子を
視聴して気がついたこ
となどを発表する。

必ず手袋・安全メ
ガネを着用する。

マンガン乾電池をつくることが
できる。また、回路計を使って
電圧の測定ができる。（技能・
知識）

5 さまざまな電
気コード

さまざまな
電気コード
（ケーブ
ル）が用途
に応じて使
われている
ことを知
る。

さまざまな種類の電気
コード（ケーブル）に
ついて、その構造を実
際に調べ、どのような
用途に使用されている
か考える。

さまざまな電気
コード（ケーブ
ル）の実物・標本
を用意する。

さまざまな電気コード（ケーブ
ル）が用途に応じて使われてい
ることを説明できる。（知識）

テーブルタッ
プの製作

テーブル
タップの製
作を通し
て、簡単な
電気工作や
回路計を用
いた導通テ
スト、トラ
ブルシュー
ティングや
修理などが
できるよう
にする。

テーブルタップの製作
を行う。
回路計を使って導通テ
ストを行い、不具合の
ある場合はトラブル
シューティングを行い
修理する。

電気工具の正しい
使い方ができるよ
うに個別指導を行
う。

電気工具（ニッパー、ラジオペ
ンチ、ドライバー、はんだご
て、圧着ペンチなど）を正しく
使うことができる。
はんだづけが適切に行える。
テーブルタップの構造を説明す
ることができる。
テーブルタップの正しい取扱の
しかたについて調べることがで
きる。（技能・知識）

電動機と発電
機

1 発電機と電
動機（モー
ター）の構
造とはたら
きを理解す
る。

模型用モーターにプロペラ

風車（または羽根車）を取

り付けて、息をふきかけ回

転させる。モーターに回路

計（テスター）を接続して

電圧を計測する。

実験をもとにモーター（電

動機）と発電機の関係につ

いて考える。

発電機のしくみやモーター

の原理を理解するためにビ

デオを視聴する。

実際の発電機やモーターの

構造を実物やカットモデル

で確かめる。

手回し発電機（ゼ
ネコン）や実習で
製作するモーター
（完成品）を使っ
て、発電機と電動
機（モーター）の
原理が密接な関係
にあることを理解
させる。

発電機と電動機（モーター）の
構造とはたらきを、両者を比較
しながら調べることができる。
実用的な発電機や電動機（モー
ター）にするためには、どのよ
うな構造的な工夫がされている
かを調べることができる。（創
意工夫・技能・知識・関心）

6 電力供給シス
テム（発電・
送電・変電・
配電）

0.5 電力供給シ
ステム（発
電・送電・
変電・配
電）につい
て知る。

家庭や工場に、どのよ
うな経路をたどって電
気が送られてくるの
か、知っていることや
予想したことなどを発
表しあう。
電力供給について調べ
る。（インターネット
など）
電力供給システム（発
電・送電・変電・配
電）について理解する
ためにビデオを視聴す
る。
変圧器の原理実験を行
い、交流電圧が変圧で
きる原理について理解
する。変圧は送電・変
電・配電のどこで行わ
れているか考え、調べ
る。

目にすることが少
ない施設・設備で
あることから、映
像資料やイラスト
を用いて、学習内
容を具体的なもの
にする。

電力供給システム（発電・送
電・変電・配電）について調べ
ることができる。

電気エネル
ギーを光エネ
ルギーに変換
する技術

0.5 電気エネル
ギーを光エ
ネルギーに
変換する技
術の原理と
しくみを理
解する。

クリアー電球のフィラメン

ト（点灯時の様子も）を観

察する。　　　　シャープ

ペン芯の発光実験（演示）

を観察して、電気抵抗によ

る発熱・発光現象であるこ

とを知る。

さまざまな電球を手にとっ

て見ながら、構造を資料で

確かめる。

電子レンジによる蛍光灯の

発光実験（演示）によって

放電によって蛍光物質が発

光していることを知る。半

透明蛍光管で放電の様子を

観察する。

インバータ方式やエレクト

ロ・ルミネッセンスについ

て知る。

エジソン電球の点
灯実験を行い、現
在の電球と比較さ
せる。

電気エネルギーを光エネルギー
に変換する技術の原理としくみ
を調べることができる。（知
識・関心）

電気エネル
ギーを熱エネ
ルギーに変換
する技術

0.5 電気エネル
ギーを熱エ
ネルギーに
変換する技
術の原理と
しくみを理
解する。

日常生活の中で、電気によ

る発熱を利用した機器にど

んなものがあるか発表す

る。

鉛筆芯の電流発熱実験（演

示）を観察して、電気抵抗

による発熱現象があること

を確かめる。

いろいろな種類の発熱体で

発熱実験を行い用途に応じ

た発熱体が開発されている

ことを知る。

電気抵抗による発
熱を利用してパン
（ホットケーキ）
をつくる。

電気エネルギーを熱エネルギー
に変換する技術の原理としくみ
について調べることができる。
（知識・関心）

社会や産業の
中での電子技
術のはたす役
割

0.5 社会や産業
の中での電
子技術のは
たす役割に
ついて理解
する。

社会や産業の中での電
子技術のはたす役割に
ついて考える。

具体例を示しなが
ら考察させる。

社会や産業の中での電子技術の
はたす役割について具体的に調
べることができる。（関心・知
識）

音声を電流の
変化に、電流
の変化を音声
に変換するし
くみ

0.5 音声を電流
の変化に、
電流の変化
を音声に変
換するしく
みについて
理解する。

声が直接届かない距離の人

と会話などの情報をやりと

りするためには、何をどの

ように使ったらよいか考え

て発表しあう。　　　　ス

ピーカーを交流電流計に接

続し、声が電流の変化に変

わることを実験で確かめ

る。

オシロスコープを
使って音声の波形
を観察する。

音声を電流の変化に、電流の変
化を音声に変換するしくみにつ
いて調べることができる。（創
意工夫・知識・関心）

増幅や通信と
増幅の関係

0.5 増幅や通信
と増幅の関
係について
理解する。

小さな声を大きな声にして

伝えるにはどうしたらよい

か考える。　２つの紙コッ

プスピーカーの間に増幅器

を接続して音声が大きくな

ることを実験で確かめる。

入力側と出力側の電流を測

定して比較する。増幅器で

はどんなことが行われたの

かを考える。増幅器はどん

な製品に使われているか考

え発表しあう。　　電子回

路で増幅するための素子に

トランジスタなどがあるこ

とを知る。トランジスタの

はたらきについて知るため

に、トランジスタによる増

幅の実験を行う。

真空管からトラン
ジスタへの技術史
について取り上げ
る。

増幅や通信と増幅の関係につい
て調べることができる。（知
識・関心）

鉱石ラジオ
（ゲルマニウ
ム・ラジオ）
の製作

2 鉱石ラジオ（ゲルマニ
ウム・ラジオ）につい
て知る。
電子回路図と部品の対
応関係を知る。
電子部品の種類（分
類）と、そのはたらき
の概要を知る。

受信のしくみにつ
いては電波の学習
で扱う。

電子回路図と部品の対応関係を
説明できる。　　　　電子部品
の種類（分類）と、そのはたら
きの概要を説明できる。（知
識）

7 受動素子（抵
抗器・コンデ
ンサ・コイ
ル）

1 受動素子（抵抗器・コ
ンデンサ・コイル）の
種類や共通したはたら
きを調べる。

実物を使いながら
実験を行う。

電子回路図の図記号について調
べることができる。受動素子
（抵抗器・コンデンサ・コイ
ル）について調べることができ
る。（知識・関心）

8 能動素子（ダ
イオード・真
空管・トラン
ジスタ・IC・
LSI）

1 能動素子（ダイオー
ド・真空管・トランジ
スタ・IC・LSI）の種
類や共通したはたらき
を調べる。

実物を使いながら
実験を行う。

電子回路図の図記号について調
べることができる。能動素子
（ダイオード・真空管・トラン
ジスタ・IC・LSI）について調
べることができる。（知識・関
心）

9 電子回路と電
子回路の基板

2.5 電子部品等を装着するため

の基板について知る。

電子回路図からプリント基

板をつくるためのパターン

図を考える。

プリント基板の製作工程を

知る。基板の切断、銅箔面

の洗浄、パターン図を無地

基板へ転写、エッチングを

行う。　　　　　電子回路

図と部品の対応関係を知

り、部品取り付け用の穴あ

けをする。部品のはんだづ

けを行う。　　　　受信の

しかたを知り、受信テスト

を行う。不具合のあるとき

は、原因を探し直す。

エッチング液の取
扱いや、廃液の処
理についても取り
上げる。

電子回路図をもとにして、基板
の回路をつくることができる。
電子回路図をもとにして、基板
に部品を取り付けることができ
る。（技能・創意工夫・知識）

10 電波や電波を
使った通信技
術

0.5 電磁波と光、電波の関
係について知る。

電磁波と光、電波の関係につい
て調べることができる。（知
識・関心）

0.5 通信に使われている電
波について調べまとめ
る。放送に使われてい
る電波の周波数や周波
数の単位（記号）の意
味について知る。

通信に使われている電波につい
て調べまとめる。放送に使われ
ている電波の周波数や周波数の
単位（記号）の意味について調
べることができる。（知識・関
心）

材料と加工に
関する技術
～機械材料

0.5 さまざまな
材料が用途
に応じて使
い分けられ
ていること
を知る。

材料にはどんなものが
使われているのか調
べ、さまざまな材料を
分類する。

金属・プラスチッ

ク・セラミックス・

木材・複合材料の特

徴をおおまかに示し

分類させる。

材料を金属・プラスチック・セ
ラミックス・木材に分類でき
る。（知識・関心）

さまざまな金
属材料

1 金属材料の
種類、一般
的な性質、
用途につい
て理解す
る。

金属にはどのようなも
のが材料として使われ
ているのかを調べ、金
属の一般的な性質につ
いて理解し、合金につ
いて知る。

ほとんどの金属材
料が合金であるこ
とを知らせ、合金
を使った実験（低
融合金・はんだ・
磁性材料・形状記
憶合金など定性的
に特徴が把握でき
るもの）を行う。

金属にはどのようなものが材料
として使われているのかを調
べ、金属の一般的な性質につい
て説明することができる。（知
識・関心）

2

化学電池を
つくりなが
ら電池が電
気を発生さ
せるしくみ
を理解す
る。

鉱石ラジオ

（ゲルマニウ

ム・ラジオ）

の製作を通し

て、電子回路

図、電子部品

（素子）、基

板、電子工作

法について理

解する。

電波や電波
を使った通
信技術につ
いて理解す
る。

単元名 時 指導目標 学習内容

製作したゲルマニ
ウムラジオを例に
して考えさせる。

支援及び留意点 備考

金属の加工
技術である
「鋳造」に
ついて知
る。

学期 月

1



金属材料～合
金

0.5 金属材料のほ

とんどを占め

る「合金」に

ついて、比較

的容易につく

ることができ

る合金を実際

につくり、も

とになった金

属などとは性

質や特徴が変

わることを知

る。

合金をつくり、混ぜ合
わせる前のそれぞれの
金属の性質とどのよう
なちがいがあるかを調
べる。

合金に関する新聞
記事などで、さま
ざまな合金が開発
されていることを
読みとる。

合金について例をあげて説明す
ることができる。（知識・関
心）

金属材料～鉄 1 鉄をつくり
だすために
人間はどの
ような方法
を生み出し
てきたか知
る。

製鉄の原料となる鉄鉱石、

コークスや砂鉄、木炭を観

察する。

日本古来のたたら製鉄の実

際を映像資料で視聴する。

現代の製鉄技術について調

べる。  　　　　　　鉄鉱

石や砂鉄を還元して鉄をつ

くっていることを理解す

る。

さまざまな製鉄法について調べ
図解することができる。
「高炉」・「転炉」や「たたら
炉」の中でどのような現象が起
こっているのかを調べることが
できる。　　　　　　　　製鉄
技術史についての概要を調べる
ことができる。

11 さまざまな鉄 0.5 鉄は含有炭素

量によって銑

鉄（鋳鉄）、

鋼、錬鉄（鍛

鉄）に分類さ

れ、その性質

によって用途

が使い分けら

れていること

を理解する。

鉄は含有炭素量によっ
て銑鉄（鋳鉄）、鋼、
錬鉄（鍛鉄）に分類さ
れ、その性質によって
用途が使い分けられて
いることを調べる。
材料として鉄がよく使
われる理由を調べる。

含有炭素量を調べ
る方法の一つに
「火花試験」があ
ることを演示実験
により示す。

「銑鉄」、「鋼」、「錬鉄」の
性質と用途について説明するこ
とができる。（知識）

非鉄金属材料 0.5 鉄に次いでよ

く使われてい

る金属につい

て、精錬のし

かたや一般的

な性質、用途

について理解

する。

原料となる鉱石を観察
する。
どのような方法で精錬
が行われているかを調
べる。

精錬の様子につい
て映像資料を視聴
させる。

鉄に次いでよく使われている金
属について、精錬のしかたや一
般的な性質、用途について調べ
ることができる。（知識・関
心）

プラスチック
などその他の
材料

1 材料として
のプラス
チックにつ
いて理解す
る。

プラスチックの原料である

原油、ナフサと、プラス

チックのペレットを観察す

る。　　　プラスチックに

は、熱可塑性プラスチック

と熱硬化性プラスチックが

あることを簡単な実験を通

して知る。

プラスチックの一般的な性

質についてまとめる。

プラスチックのリサイクル

について調べる。生分解性

プラスチックや導電性プラ

スチックについて調べる。

プラスチックの一
般的な構造、性
質、原料からつく
られる様子、用
途、資源や環境問
題とのかかわりに
ついてまとめてあ
るビデオを資料と
して視聴させる。

プラスチックの一般的な性質に
ついて調べるることができる。
プラスチックのリサイクルにつ
いて調べるることができる。
生分解性プラスチックや導電性
プラスチックについて説明する
ことができる。（知識・関心）

プラスチック
の加工技術

0.5 プラスチッ
クの加工技
術について
理解する。

プラスチックの加工技
術について調べる。

プラスチックのさ
まざまな加工技術
について映像資料
を視聴させる。

プラスチックの加工技術につい
て調べることができる。（知
識・技能・創意工夫・関心）

エネルギー変
換に関する技
術
～機械技術

1 さまざまな
機械に共通
している構
成部分や道
具と機械の
関係につい
て理解す
る。

技術室や身近にある機
械について、共通して
いる構成部分は何か考
える。　　　　　　道
具と機械の関係につい
て考える。
単一機械（斜面、ね
じ、滑車、くさび、て
こ･･･）について知
り、機械の中へどのよ
うに応用されているか
考える。

自転車や工作機械
（ボール盤や旋
盤）を実際に見な
がら考えさせる。

さまざまな機械に共通している
構成部分や道具と機械の関係に
ついて説明できる。（知識・関
心）

機械に使われ
ているさまざ
まな部品

1 機械に使わ
れている部
品のおもな
種類と、そ
のはたらき
について知
る。

機械にはどんな部品がたく

さん使われているか調べ

る。（ねじ、軸、軸受、歯

車、チェーン、スプロケッ

ト、ベルト車、摩擦車、ば

ね･･･）　　　　機械に使

われている部品（機械要

素）のはたらきを調べる。

実習で製作する
「スチームエンジ
ン（完成品）」の
部品にどのような
機械要素があるか
分解して調べる。
ドライバーなどの
機械工具の正しい
選択や使い方を知
る。

機械に使われている部品のおも
な種類と、そのはたらきについ
て、おおまかに説明できる。ド
ライバーなどの機械工具が正し
く扱える。（知識・技能・関
心）

12 機械要素
～ねじ
（ねじ部品）

1 機械要素の
なかで「ね
じ（ねじ部
品）」につ
いて、その
はたらきや
規格を知
る。

ねじの大きさはどんな約束

（規格）を決めておけばよ

いかを考える。

日本工業規格（ＪＩＳ）で

定められた「ねじ部品」の

規格を見て、どんな約束が

決められているかを考え

る。      　　各国に工業

規格があることや、国際標

準化機構（ＩＳＯ）があ

り、その果たす役割につい

て知る。（ねじの規格に

は、「メートルねじ」の他

に「インチねじ」などがあ

ることを知る。）

「規格」と「互換性」につ

いて知る。

ボルト・ナット
（Ｍ２０）を実際
に手にとって考え
させる。ノギス、
鋼尺など測定工具
を自由に選択して
使う。

機械要素のなかで「ねじ（ねじ
部品）」について、そのはたら
きや規格について説明できる。
（知識・関心）

機械要素～歯
車・摩擦車・
ベルト車・
チェーンとス
プロケットな
ど

1.5 機械要素の
なかで「歯
車」などに
ついて、そ
のはたらき
や規格を知
る。

摩擦車・歯車・ベルト
車・チェーンとスプロ
ケットなどのはたらき
について考える。

摩擦車・歯車・ベルト

車・チェーンとスプロ

ケットなどの種類を資料

と実物を参考に知る。

歯車比を変えたミニ四駆

が平面や斜面を上る速さ

がどのようになるかを実

験して、回転数と回転す

る力（トルク）の関係に

ついて考える。変速機付

きの自転車で走行すると

きの変速機による歯車

（スプロケット）の選択

をどのようにしているか

を関連させて考える。

自動車のトランスミッ

ションのはたらきについ

て考える。

  トランスミッションの

実物を見て、実際にどの

ように歯車を組み合わせ

ているかを確認する。実

習で製作するスチームエ

ンジンのギヤボックスも

使って考える。

機械要素のなかで「歯車」など
について、そのはたらきや規格
について概要を説明できる。
（知識・関心）

3 1 機構 1.5 機械の動き
をつくる代
表的な機構
のしくみに
ついて理解
する。

機械は、どのような動
きが組み合わされてい
るか、またそのような
うごきはどのようにし
てつくりだすことがで
きるかを考える。
簡単な模型（メカニカ
ルモーション）を製作
して実際の動きを調べ
る。

各種機構模型で、
実際の動きがどの
ようにつくられて
いるのかを確かめ
る。
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
で機構の動きをつ
くりだしてみる。

機械の動きをつくる代表的な機
構のしくみについて説明でき
る。（知識・関心）

情報とコン
ピュータに関
する技術
～制御

0.5 コンピュー
タがプログ
ラムで動い
ていること
を理解す
る。

電子回路で構成されて
いるハードウェアを動
作させるしくみについ
て知る。
マシン語とプログラム
言語の関係を理解す
る。
さまざまなプログラム
言語について調べる。

簡単なプログラム
で動作する画面上
の図形を、プログ
ラムを書き換える
とどのような動き
になるかを実際に
操作させ、コン
ピュータがプログ
ラムで動いている
ことを理解させ
る。

電子回路で構成されているハー
ドウェアを動作させるしくみに
ついてしらべることができる。
マシン語とプログラム言語の関
係を簡潔に説明することができ
る。
さまざまなプログラム言語につ
いて調べることができる。（知
識・関心）

1 制御学習用
簡易言語を
理解する。

制御学習用簡易言語
「オートマ君」と制御
学習用の機器の使い方
を知る。

友達どうしで質問
し、教えあえるよ
うにする。

制御学習用簡易言語「オートマ
君」と制御学習用の機器の使い
方が正しくできる。（知識・技
能・関心）

2 1 順次処理の
プログラム
について理
解する。

順次処理とは、どのよ
うなプログラムかを知
り、実際にプログラム
を作成し、機械を制御
して確かめる。

順次処理を使ったプログラムを
実際に作成することができ、機
械を制御して確かめることがで
きる。（知識・技能・創意工
夫・関心）

1 順次処理と
繰り返し処
理を組み合
わせたプロ
グラムにつ
いて理解す
る。

繰り返し処理とは、ど
のようなプログラムか
を知り、実際に順次処
理と繰り返し処理を組
み合わせたプログラム
を作成し、機械を制御
して確かめる。

繰り返し処理を使ったプログラ
ムを実際に作成することがで
き、機械を制御して確かめるこ
とができる。（知識・技能・創
意工夫・関心）

1 分岐処理の
プログラム
について理
解する。

分岐処理とは、どのよ
うなプログラムかを知
り、実際に順次処理、
繰り返し処理、分岐処
理を組み合わせたプロ
グラムを作成し、機械
を制御して確かめる。

分岐処理を使ったプログラムを
実際に作成することができ、機
械を制御して確かめることがで
きる。（知識・技能・創意工
夫・関心）

3 1 順次処理、
繰り返し処
理、分岐処
理を組み合
わせたプロ
グラムにつ
いて理解す
る。

順次処理、繰り返し処
理、分岐処理を組み合
わせたプログラムを実
際に作成し、機械を制
御して確かめる。

順次処理、繰り返し処理、分岐
処理を組み合わせたプログラム
を実際に作成し、機械を制御し
て確かめることができる。（知
識・技能・創意工夫・関心）

1 構造化プロ
グラムの考
え方を理解
する。

資料から効率的でわか
りやすいプログラムを
つくるための構造化プ
ログラミングの手法が
あることを知る。

プログラムの構造
を図解して理解さ
せる。

構造化プログラミングの手法の
特徴について調べることができ
る。（知識・技能・創意工夫・
関心）

技術科　年間指導計画 ３学年

評価規準
B

エネルギーの
変換と利用～
原動機

1 エネルギー
の変換と利
用の技術史
を概観し、
さまざまな
エネルギー
がどのよう
に活用され
ているかを
理解する。

エネルギーの変換と利
用の技術史を調べる。

ビデオ、エネル
ギーの技術史（イ
ラスト年表）を用
いて、エネルギー
の変換と利用の技
術史をまとめる。

エネルギーの変換と利用の技術
史について概要を説明すること
ができる。（知識・関心）

動力 動力につい
て理解す
る。

動力の単位について知
る。
水車模型を用いて入
力・出力・効率・損失
を実験から計算で求め
る。

動力の大きさをイ

メージできるよう

に、自分の動力を測

定する。

さまざまな原動機の

動力（出力）を比較

する。

エネルギーの変換と利用の技術
史や、さまざまなエネルギーが
どのように活用されてきたかを
説明できる。（知識・関心）

原動機～外燃
機関

1 蒸気機関・蒸

気タービン・

スターリング

エンジンなど

さまざまな外

燃機関とその

メカニズムや

原動機として

の特徴につい

て理解する。

蒸気を使った原動機を
考案してみる。
蒸気機関の改良の歴史
について調べる。

蒸気の性質（膨
張、冷却にともな
う大気圧との関
係）を調べる実験
を行う。
ビデオや資料、模
型などから、蒸気
を使った原動機に
ついてまとめる。

蒸気機関・蒸気タービン・ス
ターリングエンジンなどさまざ
まな外燃機関とそのメカニズム
や原動機としての特徴について
説明できる。（知識・関心）

原動機～蒸気
機関（外燃機
関）の製作

4 スチーム・
エンジン
（蒸気機
関）の製作
を通して、
機械そのも
のや機械工
具の取り扱
いについて
理解する。

スチームエンジンの製作を

行う。　　　　　　シャー

シ、車輪、火室、安全弁、

ボイラー部分

蒸気管、ボイラー、シリン

ダー、ピストン、動力伝達

系　　　　　　各部の調整

と試運転　製作しているス

チームエンジンがどのよう

なしくみで蒸気から動力を

つくりだしているのかを考

える。

各部のはたらきを
考えながら製作を
行う。

スチームエンジンの製作を通し
て、これまでの学習について振
り返ることができ、また機械工
具等の正しい取り扱いができ
る。（技能・知識・関心）

原動機～製作
した蒸気機関
（外燃機関）
のメカニズム

1 製作したス
チームエン
ジン（蒸気
機関）を運
転し、その
動くメカニ
ズム、機械
的な摩擦や
熱効率を考
えた調整に
ついて理解
を深める。

製作したスチームエン
ジンを動かし、どのよ
うな調整や改良・改造
をしたら効率が向上す
るのかを考える。

機械的な摩擦や熱
効率等を考えなが
ら調整していく。

製作したスチームエンジンを動
かし、どのような調整をしたら
効率が向上するのかを考えて、
実際に調整を行うことができ
る。（創意工夫・知識・技能・
関心）

原動機～内燃
機関

0.5 内燃機関の
特徴を、外
燃機関と比
較しながら
理解する。

燃料の燃焼を直接利用
する内燃機関を考案す
る。
考案した内燃機関を発
表しあう。
内燃機関の技術史をふ
まえて考案されたもの
と比較してみる。

燃料を閉じこめて燃

焼（爆発）させるシ

リンダーに相当する

部分、燃焼（爆発）

したエネルギーを受

けるピストンに相当

する部分の形状は

まったく自由でよ

い。

内燃機関の特徴を、外燃機関と
比較しながら説明できる。（知
識）

原動機～内燃
機関の燃料に
ついて
４サイクル・
ガソリン・エ
ンジン

1 原油・ガソリン・灯
油・軽油・重油の燃焼
実験（演示実験）を見
て、燃料の性質を理解
する。
原油・ガソリン・灯
油・軽油・重油を生産
するための石油精製
（蒸留）について知
る。
一般的な４サイクルガ
ソリンエンジンの動き
を知る。

原油・ガソリン・灯

油・軽油・重油を観

察させる。

石油精製（蒸留）に

ついては、ビデオや

資料を参照させる。

一般的な４サイクル

ガソリンエンジンの

動きは、図を用いた

資料だけでなくビデ

オによるアニメー

ションを視聴させ

る。

燃焼機関に用いられる燃料につ
いて調べることができる。
原油・ガソリン・灯油・軽油・
重油を生産するための石油精製
（蒸留）について調べることが
できる。
一般的な４サイクルガソリンエ
ンジンの動きを調べることがで
きる。（知識・関心）

原動機～　２
サイクル・ガ
ソリン・エン
ジン（内燃機
関）

1 バルブ（弁）装置を必要と

しない２サイクルエンジン

があるが、どのようなしく

みのエンジンか考え発表し

合う。

一般的な２サイクルガソリ

ンエンジンの動きを知る。

４サイクルガソリンエンジ

ンと２サイクルガソリンエ

ンジンの特徴を比較しなが

らまとめる。

一般的な２サイク
ルガソリンエンジ
ンの動きは、図を
用いた資料だけで
なくビデオによる
アニメーションを
視聴させる。

一般的な２サイクルガソリンエ
ンジンの動きを調べることがで
きる。　　　　　　　　４サイ
クルガソリンエンジンと２サイ
クルガソリンエンジンの特徴を
比較しながら調べることができ
る。（知識・関心）

原動機～
ロータリー・
エンジン（内
燃機関）

1 ピストンのスライダク
ランク運動ではなく、
回転運動をそのまま生
かせるエンジンができ
ないか考案し、発表し
あう。
ロータリー・エンジン
（ヴァンケル・ロータ
リーエンジン）につい
て知る。

一般的なロータ

リー・エンジンの動

きは、図を用いた資

料だけでなくビデオ

によるアニメーショ

ンを視聴させる。

ロータリーエンジン

の開発の過程につい

ても扱う。

ロータリー・エンジンの構造と
しくみの特徴について調べるこ
とができる。（知識・関心）

原動機～　ガ
ソリンエンジ
ンの組立

2 内燃機関の
ガソリンエ
ンジンにつ
いて、その
構造と各部
のはたらき
について、
実際にエン
ジンを組み
立てながら
理解する。

ガソリンエンジンの組
立キット（４サイク
ル・２サイクル）の部
品がエンジンのどの部
分でどんなはたらきを
するのかを確認する。
機械工具の取り扱いや
ボルトの締め付けトル
クなどについて知る。

グループに分かれ
て学習させる。
工程ごとにチェッ
クポイントを設定
しておく。

内燃機関のガソリンエンジンに
ついて、その構造と各部のはた
らきについて、実際にエンジン
を組み立てながら確かめること
ができる。
機械工具が適切に扱える。（技
能・知識・関心）

時単元名 支援及び留意点

内燃機関の
ガソリンエ
ンジンにつ
いて、その
構造と各部
のはたらき
について知
り、熱エネ
ルギーを機
械的エネル
ギーに変換
する原動機
について理
解する。

指導目標 学習内容 備考学期 月

制御学習用の装置
の実際の動きを確
かめながら、でき
るだけシンプルな
プログラムで学習
内容を理解させ
る。



原動機～
ディーゼル・
エンジン

1 ディーゼル
エンジンの
構造としく
みの特徴に
ついて知
る。

点火プラグを使わず、燃料

に軽油を用いるディーゼル

エンジンというものがある

が、どのようなしくみと構

造か考えて発表し合う。

圧縮発火実験（演示）か

ら、圧縮発火を用いたエン

ジンを考えて発表し合う。

ディーゼルエンジン（４サ

イクル、２サイクル）のし

くみと構造を知る。

ディーゼルエンジンの特徴

をまとめる。

一般的なディーゼ
ルエンジンの動き
は、図を用いた資
料だけでなくビデ
オによるアニメー
ションを視聴させ
る。

ディーゼルエンジンの構造とし
くみの特徴について調べること
ができる。（知識・創意工夫・
関心）

原動機～
さまざまな原
動機（ガス
タービン、
ジェットエン
ジン、ロケッ
トエンジン）

0.5 さまざまな
原動機の構
造としくみ
の特徴につ
いて知る。

資料をもとに、さまざまな

原動機（内燃機関を中心と

して）とその特徴について

調べる。

ガスタービン、ジェットエ

ンジン、ロケットエンジン

などについて調べた内容を

発表し合う。

さまざまな原動機の種類と

特徴についてまとめる。

一般的なガスター
ビン、ジェットエ
ンジン、ロケット
エンジンの動き
は、図を用いた資
料だけでなくビデ
オによるアニメー
ションを視聴させ
る。

さまざまな原動機について、そ
の特徴を調べることができる。
（知識・関心）

原動機と環境
問題

1 原動機（燃
焼機関）と
資源や環境
問題とのか
かわりにつ
いて考え
る。

資料やインターネットを

使って、原動機と資源や環

境問題（大気汚染、騒音、

酸性雨、地球温暖化など）

のかかわりについて調べ

る。

これらの環境問題にどのよ

うに取り組んでいったらよ

いか考察する。

調べるための参考
となる情報を提供
する。

原動機と資源や環境問題のかか
わりについて考えることができ
る。（知識・関心）

情報とコン
ピュータに関
する技術
～コンピュー
タ・ネット
ワーク

1.5 インター
ネットを使
う上で留意
しなければ
ならないこ
とを理解す
る。

インターネットを使う上で

留意しなければならないこ

とについて知る。

情報モラルやセキュリティ

の基本的な知識について理

解する。

教材ソフトを使い
個別学習をさせ、
まとめの学習を全
員で話し合いなが
ら行う。

インターネットを使う上で留意
しなければならないことについ
て調べることができる。
情報モラルやセキュリティの基
本的なことがらについて説明す
ることができる。（知識・技
能・創意工夫・関心）

コンピュー
ターのネット
ワークとイン
ターネットの
しくみ

コンピュータのネット
ワークには、どんなも
のがあるか調べる。

コンピュータのネットワークに
は、どんなものがあるか調べる
ことができる。（知識・技能・
関心）

インターネットはどの
ようにつながっている
のかを調べる。
Ｗｅｂページが表示さ
れるまでのしくみにつ
いて調べる。
電子メールが転送され
るしくみについて調べ
る。

インターネットはどのようにつ
ながっているのかを調べること
ができる。　　　　　　Ｗｅｂ
ページが表示されるまでのしく
みについて調べることができ
る。　　　　　　　　電子メー
ルが転送されるしくみについて
調べることができる。（知識・
技能・関心）

コンピュー
タのネット
ワークやイ
ンターネッ
トがどのよ
うなしくみ
になってい
るかを理解
させる。

1.5 できるだけ視覚的
に理解できるよう
な図や映像資料を
用意する。
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